梅若派謡本刊行者「小 梅洲」 by 高橋 葉子



















































































































































































……氏の家は世々海産物問屋を業とし、黽勉以って其実を修め、富裕の聞あり。……されば氏の祖父の頃より身学芸に志し、人の乏しきを憐み、親戚故旧に宜し。 子梅洲亦之を承く、謡曲の事は、祖父観世流を習って略其技に通ず、梅洲 代、明治維新の後に際して、……謡曲の如きは 殆んど顧る 人なかりき。されば能楽の大家、…… に寄寓して一身を托するものも少からざ き。大正元年老齢を以って歿したる、夫の梅若薫 如きも、実にそ 一人なり。薫氏久しく梅洲氏に寄食して、始 て乏しからざるを得たり。然れど 事なくして日を送るべ
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からざるを以って、薫氏に謡本を書かしめ、明治十八年十一月に至りて完成するを得たり。梅洲氏乃ち之を印刷に附し、百部を限りて之 同好の士に頒ち、奥書 して小梅洲といふ。即ち小川梅洲にして氏の父なり。梅洲氏は、中川憲齋氏に学んで、書巧なり、雅号を以って聞え、同好の士に重んぜらる。薫氏も謡曲の熟達して、謡本 頗る精良を以って聞ゆ 百部の内或は散佚 、若し坊間に顕はるる事あれば、人争って之を求む。故を以って市価極めて貴し。…………梅洲氏は其在世の時に於て 三氏（古市公威・三井武之助・林直庸
筆者
）と同門にして、謡曲の















高輪四三三番梅若万三郎門下の最古参者と 知られて居る君は先代小川勘助氏の長男にして明治十五年十二月 五日日本橋区南茅場町四番地 呱呱の声を揚げた。家は貞享年間以来茅場町に於て代々建築材料商を営み旧幕時代は幕府の御用達を仰付けられていた由緒ある老舗である。……大正十 年父君 歿後家督を相続し勘助の名を襲ぎ現に建築材料商及び海草問屋と
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２） 、金太郎をもうけたのは一八才の時と、 なり弱年ではあるが、明治初期という時代を考え ば十分あり得ることだろう。従って資料３、４で金太郎の父とされている梅洲・勘助は 資料１の「小川勘助」と同一人物と判断して間違いないだろう。　
資料３では明治三〇年ごろに梅洲が先代鉄之丞（明治





学び、憲斎の実子である梅若薫を経済的に支えていたことがわかった。 「薫氏久しく梅洲氏に寄食して、始めて乏しからざるを得たり」という表現を鵜呑みにはできないが、少なくとも梅若一門内で、梅洲が薫の支援者として知られていたこ が想像できるの はないだろうか。その二人の制作 謡本が「頗る精良 あるため、人々がこぞってこれを求めて 市価極めて貴し」という状態だったという。前述したように、事実そ 謡本は勝れて質の高いものだ たのである。　
そのような良質の謡本を刊行した人物が、弱冠二一才
のしかも素人であったことに驚かされる。初世実に入してわず 三年後のことである。刊行実現には清之のある程度の関与もあったかも知れな が、四八才の梅若薫を支援して筆をとらせ、当時稀だった石版印刷を用いるなど、梅洲は財力と謡への熱意に加えて、先見性と進取の気質を備えた人物だったと思われる。明治一七年の初世実 病気見舞の催 の発起人にもなっており、若いながら率先力があったようである。しかし『列伝』刊行時の大正三年にはすでに彼は歿 、その名を忘れられつつ
あったようだ。没年は不明だが、遅くとも四〇代での死没と考えられ（大正三 まで生存した場合で五〇才） 、『伝授免状扣』の記録では明治三四年（三七才）の〈起請文〉と乱曲〈玉取〉が最後になっている。　
更に明治三四年には清廉本、同四一年には観世清之ら
刊行会による改訂謡本、同四四年には解説参考謡本と新しく改訂、工夫された直シ入り謡本が次々に出版されて、梅洲の名前のみならず、その謡本自体も忘れられつつあったのが現実だったのだろう。 『列伝』の文面 は、近代初の直シ入り謡本の出版と維新期の梅若家への支援という梅洲 功績を惜しむ気持ちがありありと出ている。資料
3で省略した部分には、この項目本来の金太郎

































表現がどこにも見当たらないことである。すなわちここでは、優れた素人達が近代能楽史を担ったこ は自明ことなのだ。こうし 本の企画自体に、近代能楽史の様相が見て取れると言ってもよ だろう。 『列伝』発刊の歴史的意味については、機会を改めて取り上げたいと思う。　
大正末期から昭和初期の邦楽洋楽両分野の演奏家を集
























3） 一九 五、雑誌『謡曲界』に連載。 『古今謡曲解題』 （丸岡桂、 八四 古今謡曲解題刊行会）に再録。
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10） 一九 四、能楽通信社。明治から大正にかけての一二〇名の素人の謡曲家の経歴を載せ 。
（
11）… 小川金太郎は梅若万三郎の弟子で、 「人名解説」 （注
7）












15） 「梅若六郎家蔵『伝授免状扣』 （全）解題」 （ 『近代における能楽の伝授と受容 諸相─免状に見る梅若家と素人弟子─』一〇六頁）注
8参照。
　
本稿は平成
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研究（C） 「能の略式演奏の歴史と現在─新しい演出形態を構想するために」 （研究課題番号
JP16K02245）
の研究成果の一つである。
